











界に大きな影響を与えた庭園著述家のひとりに数えられている（Chivers and Woloszynska, 1990
など）。近現代英国のガーデニングの流れを見渡し、先駆的女性たちの活躍について論じたハ
イディ・ハウクロフト Heidi Howcroftは『黎明期の女性たちによるガーデニング：開拓者、デザ







Margery Fish and her narratives on Modern Cottage Gardens





Key Words: Margery Fish (1892-1969), We made a garden (1956), cottage garden style, life
history/life geography, home, gender
要 旨
マージェリー・フィッシュMargery Fish（1892－1969）は、20世紀後半の英国のガーデニング界に大
きな影響を与えた庭園著述家のひとりである（Chivers and Woloszynska, 1990など）。マージェリーと
夫ウォルター・フィッシュは、1937年に英国南部サマーセット州の村にあるイースト・ラムブロック・
マナー East Lambrook Manorに移り住み、その敷地で庭園をつくりはじめた。その過程をマージェリー





































の証（遺言）として現在も佇んでいる。‘Margery Fish was the doyenne of cottage garden style in the
1950s and 60s. Her garden in Somerset remains as a testament to her carefree style of gardening.’」
（Cable, 2015）という見出しで彼女の功績を讃えている。
本稿では、彼女のホームのガーデニングの思想が、彼女が家族と生活する中で、どのように




マーセット州の村にあるイースト・ラムブロック・マナー East Lambrook Manor庭園の風景もあ
わせて考察する。






ウェーカー教系の学校 Friends School Saffron Waldenに通った。Townshendの姉妹の優秀さと活
発さは有名であり、学業でも素晴らしかった。その後、マージェリーは、秘書になるためにロ
ンドンの Chancery Laneにあるカレッジ Clark’sに進み、優秀なリファレンスを携えて、初めは、












































夫ウォルターの思い出とともに描いた『私たちは庭を造った We made a garden』（1956）からは
じまった。この書は、当時の英国で、ベストセラーとなった。
その後、マージェリーは、生涯にわたって自らのガーデニングの実践から得た知見について
Amateur Gardeningなどの庭園雑誌に寄稿しつつ、さらに『毎日の花 A Flower for Every Day』
（1958）、『コテージ・ガーデンの花々 Cottage Garden Flowers』（1961）、『地被植物 Ground Cover
Plants』（1963）、『日陰のガーデニング Gardening in the Shade』（1964）、『年間を通じての庭園 An
All the Year Garden』（1966）、『手間のかからないお気楽ガーデニング Carefree Gardening』（1966）、






マージェリーは、1963年に王立園芸協会 Royal Horticultural Societyから著作や講義・オープン
ガーデンなどを通じて園芸界へ多大な貢献をしたことをたたえてヴィーチ記念メダル銀賞 a





Ⅲ．『私たちは庭を造ったWe made a garden』（1956）を読む
『私たちは庭を造った We made a garden』（1956）の初版は、「著者の庭園の全体像 ‘A general

























ボーダー花壇 the wall border、門から入って右手にあるロック・ガーデン the rock garden、牛小屋
の手前にある日時計の庭 the sundial garden、東側に緑の庭 The Green Gardenなどがある。一方
バック・ガーデンには、サマーハウス the Summer Houseの脇の細い小道から入る。はじめに高
低差を生かしたテラス・ガーデン Terrace Garden敷地の一番南には、シルバー・ガーデン Silver
Garden、テラスガーデンの上（西側）には南からホワイト・ガーデン the White Garden、上の芝





図１ 『私たちは庭を造ったWe made a garden』
（1956）の表紙：「著者の庭園の全体像 ‘A
general view of the author’s garden’」（by
J. E. Downward）」と題する写真







（出典：East Lambrook Manor Malthouse Café蔵）
図４ East Lambrook Manor の庭園プラン
（出典：Chivers and Woloszynska, 1990: .vi）
と呼んだトピアリーの列、それからモルトハウスの裏側には、リド Lidoと呼ばれる水の流れる
日陰の湿地の一角がある。牛小屋の裏から西側から帯状に、ストライプ The Strip、溝 The Ditch、
古い種苗園 The Old Nursery（現在は、２月以降満開を迎えるクリスマスローズとスノードロッ




『私たちは庭を造った We made a garden』（1956）は、以下の24章からなる。この24章の内容
を簡単に紹介する。
イントロダクション Introductionでは、1937年に East Lambrook Manorの家を見つけるまでの
話が語られる。
１ 家 The House では、古い家と庭園とはお互いに一体になって進まなくてはならず、そ
れができる唯一の方法は、その家に住んで生活しながらガーデニングをすること。急がずに、
そこに生活しながら考えるとどのような庭がふさわしいのかおのずと見えてくると語る：
You can’t make a garden in a hurry, particularly one belonging to an old house. House and garden
must look as if they had grown up together and the only way to do this is to live in the house, get
the feel of it, and then by degrees the idea of the garden will grow.
そのために、家に住むことが、重要であり、彼らは、そこに住めるように修復した。




３ 芝生 The Lawn では、芝生の種を蒔き、芝生をつくる過程が語られる。芝生を作るには、
排水など土壌も整えねばならず、試行錯誤であった。
４ 小径をつくる Making Paths では、どのように小径をレイアウトするのかが語られる。
まっすぐの道ではなく、微地形にあったカーブを描く小径をレイアウトした。
５ 服を着せる Clothing では、壁に沿って植栽して、植物による服を壁に着せて、ボーダー
花壇を作る過程が語られる。
６ 生垣 Hedges では、イトスギの Cupressus macrocarpaで、生垣を作ったことが語られる。
これは13年経って元気が無くなったので、1951年からは、ロニセラ Lonicera nitidaの生垣をつ
くり始めたと語る。












































12 ダリア Dahlias ウォルターは、バラとクレマチスに加えて、ダリアを好み、非常な情熱
を持って育てていた。ダリアの開花後、来年に向けてのメンテナンスとして、地下茎の掘り上
げの労力が語られる。








14 堆肥造り Composting 敷地の大部分は、粘土質の土壌のために彼らは、困り果てていた。
この章では、どのように堆肥作りをして、土を入れ替えて、土壌改良したかが語られる。























17 ウォーター・ガーデン The Water




の庭 a peat gardenを作ることに専念した。そこにはプリムラを植えた。水辺にふさわしい柳の
木を植え、プリムラ、菖蒲 Iris kaempferiなどを植えた。





19 石畳のガーデン The Paved Garden 彼らは、ガーデンの中の小径を敷地の中で取れた岩
石やサマーセット特有の Hamstoneを敷き詰めて石畳をつくった。この石畳の小径には匍匐す
るタイプのタイムなど、石畳の上にはみ出しても見栄えのする植物を植えた。









22 混合ボーダーMixed Borders この章では、植物を混植させることによって生まれる調和
の美しさについてマージェリーの視点から語っている。



























Gardening by Underground」1933 年、
Stanislaus Longley に よ る デ ザ イ ン
（Bownes and Green, 2008: 125）
図８ 地下鉄のポスター「ゴルダーズ・グリーン
Golders Green」1908年、作者不詳（Bownes







で「地下鉄 UNDERGROUND」と描かれ、下に「ゴルダーズ・グリーン Golders Green」と開業
した地下鉄の駅名と住宅地の名前が描かれる。さらにその下に「愉ばしい展望をもてる場所 A
Place of Delightful Prospects」と描かれる。Bownes and Greenは、1908年は、新聞社の Daily Mail
社が主催する最初の「デイリーメール社の理想のホーム博覧会 Daily Mail Ideal Home Exhibition」
が行われた年であり、ホームをめぐる調度品のデザインの良さや アーツ・アンド・クラフツの
価値か再認識された時代潮流がこのポスターのデザインの中に描きこまれていると指摘する
（Bownes and Green, 2008: 112）。















気持ちを掻き立てている。さらに Bownes and Greenは、1916年に英国では、サマータイム制が
導入され、夏季には都心にある会社から、地下鉄に乗って郊外住宅に１時間早く帰宅して、夏
の明るい長い夕方をガーデニングなどのリクリエーションをして過ごす時間が多く取れるよう




































We made a garden』（1956）という著書のタイトルが示すように、庭園を造った主体は、we＝マー
ジェリーとウォルターである。いかに二人の間の摩擦が語られようとも、二人（we）で創造し
た庭園として語られる。さらに、マージェリーが出版社に初めに示唆したタイトルは、結果と
しては採用されなかったが『ウォルターとともにガーデニングする Gardening with Walter』で
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